
2019 年度取り組みレポート

　捨てられる予定だった制服
生地を素敵な装飾を施した
バッグにアップサイクルし、
海外で環境教育の一環として
活用してもらう「バトンバッ
グプロジェクト」。

2019 年度の参加

ソロモンでの活用
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チクマより
制服の残生地を提供。

捨てられる予定だった
制服生地をリサイクルに

まわします。

バッグに再生！
バッグ縫製を国内の
福祉作業所が担当。

バッグを
アップサイクル！

皆さんのセンスと技術をいかして、
バッグを楽しく可愛くアップサイクルしてください。

ソロモンの子ども達へ日本からのバッグを
エコバッグとしてプレゼント。関わる人た
ちの想いのこもったバッグはみんなをつ
なぐバトンです。

2019 年度は 14 校の学校が参加。素敵にアップサイクルしたバトンバッグが約 100 枚出来上がりました。
バッグには、ソロモンこのバッグを受け取るソロモンの子どもたちに向けて、英語で書いたメッセージカードを付けてもらってい
ます。

ソロモンではNPO法人こども環境活動支援協会（LEAF）を通じて、JICA 草の根技
術協力事業のソロモン事業の中でソロモンの子ども達へ提供しました。
エコバッグを持ち歩く習慣のないソロモンでエコバッグとして活用してもらうだけ
でなく、環境教育、国際理解の一環として活用されました。
2019 年 9月には、ソロモンからの訪問団の一員として、バトンバッグを実際に受け
取って使っている子も来日しました。

　2019 年度も多くの生徒さんにご参加いただき、バッグ
のバトンを渡しました。

バトンバッグフロー図

全てのバッグの行き先をお伝えする
ことはできませんが、バッグのバト
ンはしっかりとソロモンで受け継が
れているようです。

14歳のジュウエルさん。
バトンバッグを持って来日
してくれました。
天然バッグ＆うちわはバトンバッグのお礼。

LEAF のソロモン活動レポート（第一期）
http://leaf.or.jp/info/solomon/
solomon000.htm

ソロモンからの訪問団。右から 2番目はソロモン市長。


